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生薬 は生のまま使 う事はめったになく、乾燥 し使いやすい大 きさに刻んだり砕いた りして保存 してお

きます。乾燥することで、

・長期保存が きく

・遠 くのもの も手に入れる事ができる

・中に含 まれる成分の変化が少な くなる

とい う利点が指摘 されています。

●薬草の保管

茶筒 ・空 き缶や厚手の紙袋に入れ、直射 日光のあたらない風通 しのよい乾燥 した場所に置 くのが理想

的です。

こわい話

山 田 案山子

5月9日 、1993年第1回 目の観察会は、藻岩山。

運が良ければ7～8種 のス ミレに出会えるはず。

とりわけ小林峠付近のアカネスミレが主目的だと

いうことで、この 日案内して くれたのはス ミレ情

報センターの五十嵐博氏だ。 じっとしていると鼻

水が垂れ、雪でも落ちてきそうな空模様 にもかか

わらず、子供 も含め参加者35名 の盛況。ロープウ

ェイ駅の横の広場で開会の挨拶 に続いてす ぐ観察

が始 まる。イチリンソウ、エゾエ ンゴサクなどが、

萌えだ した緑の中に、あるいは枯れ葉を押 し退け

て花開いている。エゾイタヤ、アカイタヤ、シウ

リザクラなど、それぞれの色合いで芽生 き、風 に

花房を揺 らしているもの もある。かと思 うとミズ

ナラやオニグルミなどは春が来たことに気付いて

いないという顔で、堅 く殻を閉ざしたままだ。五

十嵐氏の説明を頷 きながらメモする人、伸び上が

って木の花 を撮る人、 しゃがみ込んでルーペでな

にや ら見入っている人と様々だ。 この後、ロープ

ウェイで頂上へ行 き、そこか ら小林峠へ向けて下

った。道幅が狭いので隊列は長 くならざるを得な

い。白い花 をつけ楚々とした停いのヒメイチゲを

見なが ら、ゆっくり進む。九十九折 りの山道に、

株立 ちの細い葉が垂れ下がって趣を添えている。

鱗片 に赤褐色の色があることからショウジョウス

ゲと言い、似ているが ヒメカンスゲにはこの色が

無 く決定的な違いは苞の形によって見分けること

を与那覇氏に教わる。日陰にはいると、風が身に

浸みる。坂を昇って尾根筋に出たあたりで昼食を

摂った。木々の間からは市街を望むことが出来て

日当た りも良い。冬眠をむさぼった身には、たか

が藻岩山とあなどれないものがあ り、国兼氏の広

げてくれた敷物の上に、どっとばか り腰を降ろす。

五十嵐氏がアカネスミレの下見に走 った。頬張っ

た握 り飯 を熱いお茶で飲み込み、ソーセージを書

る。主菜からデザー トまで色取 り良 く詰めて持っ

て来ている人の弁当箱を横 目で鑑賞 していたら勧

めて くれた。美味。出発 しますの声 を合図に再び

歩 き出す。分岐点を直進すると旭山方面だが、一

同左折 して小林峠に向けて進路を取る。日なたの

斜面 にミヤマス ミレの花が群れている。さて、ア

カネス ミレはどうか。昼食で座っていたのがいけ

なかったようで体が思い。こわいよ、 どっこい し

ょ、こわいよ、どっこいしょ、と口の中で呪文の

ように唱えながら、最後部のあた りを従いていっ

た。人だかりがしているのでやじ馬よろしくのぞ

いてみると、鮮やかな赤紫の花 をつけてはいるが

全体 に小型でいかにも貧相 なス ミレだ。「これな

に」 と問われ 「ミヤマスミレだと思うよ」 と答え
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た。誰かが 「ミヤマス ミレはこんなに赤 くないよ。

花が赤いからきっとアカネス ミレだよ」と言 う。

花はともか く、葉はあきらかにミヤマス ミレだ。
「ミヤマス ミレだ」 と繰 り返 したものの絶対的な

自信があるわけではなかった。植物は成長過程で

アクシデントがあると、全 く他人のような姿形に

育つことがあるという原松次先生の言葉を思い出

しなが らも、人に踏 まれたか、動物の糞尿か何 ら

かの作用で、コジクレミヤマスミレになったので

あろうと推測する声は小 さくなるばか り。案内役

の五十嵐氏に尋ねようにも斥候に出たまま戻って

いない。多分、先頭集団と一緒に歩いているのだ

ろうと、帰 りに見てもらうことにして、落ちてい

る木の枝を立てて 目印にした。沢沿いに曲りくね

った道をどんどん行 くと小林峠に至るはずだが、

次々と同じような曲りが出て くるばか りで、なか

なか着かない。 しんが りを歩いていたはずの日野

間氏が長い足 をフル回転 させて来て 「もう時間な

いので戻 ります」 という。多少残念だったが向き

を変えて、戻って きた人達 と共に歩 き出 した時、

帰 る方向から地響 きが近づいて きた。事件発生か

と耳目をこらしていると、息遣いも荒 く、汗びっ

しょり火の玉のような顔の五十嵐氏が章駄天走 り

でやって来たではないか。現れる方向が反対なの

でどうなっているのか とあや しんだが、事情を聞

けば何 の こ とはない。歩 め ど進め どス ミレの小径 、

小林 峠 ら しきところには到 らず、変 だ と思 った と

ころで道 を間違 えた こ とに気付 き引 き返 したが、

旭 山へ 向け てかな り行 っていたので、気持 ちは焦

れ ど坂 道の こ と、い くら急 いで も追 い着 か なか っ

た と、汗 をふ きふ きの釈 明。 よ りによって こんな

時 に勘 違い をす る とは何 たる不 覚 とばか り、 くさ

り切 ること しきり。 まあ まあ済んだ こ とよと、残

っていたお茶 を差 し出す と、一気 に飲み干 して喉

が か らか らだったんだ と、事 の外 喜 ばれた。 さ も

あ りなん、一杯 のお茶 もこ うな ると価千金 か。帰

路、先 程の赤 いス ミレをみ て もらった ら、即 答 で

「ミヤマス ミレ」 と
、 いつ ものぶ っ きら棒 に戻 っ

ていた。あ とで聞い たところに よる と、 ア カネス

ミレは花 が咲 くまで にこの 日か ら約2週 間 を要 し

たそ うだか ら、小林 峠 に辿 り着 いて も、花 に は逢

えなかった こ とにな る。今 に して思 えば、家庭菜

園 の17個 結 実 したスイ カが、1個 の完熟 も見 なか

った こととあ わせ て、 これ が冷 夏の兆 しだ ったか

と納得 してい る。1993年 は野 の花々の時期 を狂 わ

せ て、人間 も含 めて、動物 たちが右往左往 した年

だった。それ に して も、道 を誤 るとあ とが こわい

ものだ。

(編注)著 者 の笈 田氏 の御意 向 によ り著者 名 を仮

名 とさせ ていた だ きました。


